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(57)【要約】
【課題】ユニットスキャンにおいてスジ状の模様が発生
するのを防止することの可能な表示装置およびその駆動
方法ならびに電子機器を提供する。
【解決手段】各ユニットＵに含まれる複数の走査線ＷＳ
Ｌに対して１つの第１パルス信号Ｐ１が順番に印加され
、複数の有機ＥＬ素子１１がライン（画素行）ごとに順
番に消光される。その後、電源線ＰＳＬ１の電圧がＶcc

となっており、かつ信号線ＤＴＬの電圧がＶersとなっ
ている時であって、かつ電源線ＰＳＬ１の電圧がＶccか
らＶssに変化する前に、各書込線ＷＳＬ１～ＷＳＬ３に
１または複数の第２パルス信号Ｐ２が印加される。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　行状に配置された複数の走査線および複数の電源線と、列状に配置された複数の信号線
と、行列状に配置された複数の画素とを含む表示部と、
　各画素を駆動する駆動部と
　を備え、
　各画素は、発光素子および画素回路を有し、
　前記画素回路は、前記発光素子に流れる電流を制御する第１トランジスタと、前記信号
線の電圧を前記第１トランジスタに書き込む第２トランジスタとを有し、
　前記複数の電源線は、複数の画素行を１つのユニットとして、前記ユニットごとに１つ
ずつ設けられ、
　前記駆動部は、各ユニットに含まれる複数の走査線に対して、前記発光素子を消光する
１つの第１パルス信号を順番に印加するとともに、各ユニットにおいて複数の画素行のう
ち少なくとも最初に消光される画素行に対応する走査線に対して、各信号線に非階調信号
を印加している間に前記第２トランジスタをオンする１または複数の第２パルス信号を印
加する
　表示装置。
【請求項２】
　前記駆動部は、各走査線に対して、各信号線に非階調信号を印加している間に前記１ま
たは複数の第２パルス信号を印加する
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記駆動部は、各ユニットにおいて、各走査線に最後に印加する第２パルス信号を、各
走査線に対して同時に印加する
　請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記駆動部は、各ユニットに含まれる複数の走査線のうち最後に消光される画素行に対
応する走査線以外の全ての走査線に対して、各信号線に非階調信号を印加している間に前
記１または複数の第２パルス信号を印加する
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記駆動部は、各ユニットにおいて、各ユニットに含まれる複数の走査線のうち最後に
消光される画素行に対応する走査線以外の全ての走査線に最後に印加する第２パルス信号
と、各ユニットに含まれる複数の走査線のうち最後に消光される画素行に対応する走査線
に印加される第１パルス信号とを、各走査線に対して同時に印加する
　請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記非階調信号は、前記発光素子の閾値電圧よりも低い電圧値である
　請求項１ないし請求項５のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項７】
　行状に配置された複数の走査線および複数の電源線と、列状に配置された複数の信号線
と、行列状に配置された複数の画素とを含む表示部を備え、
　各画素は、発光素子および画素回路を有し、
　前記画素回路は、前記発光素子に流れる電流を制御する第１トランジスタと、前記信号
線の電圧を前記第１トランジスタに書き込む第２トランジスタとを有し、
　前記複数の電源線は、複数の画素行を１つのユニットとして、前記ユニットごとに１つ
ずつ設けられた表示装置において、各ユニットに含まれる複数の走査線に対して、前記発
光素子を消光する１つの第１パルス信号を順番に印加するとともに、各ユニットにおいて
複数の画素行のうち少なくとも最初に消光される画素行に対応する走査線に対して、各信
号線に非階調信号を印加している間に前記第２トランジスタをオンする１または複数の第
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２パルス信号を印加する
　表示装置の駆動方法。
【請求項８】
　表示装置を備え、
　前記表示装置は、
　行状に配置された複数の走査線および複数の電源線と、列状に配置された複数の信号線
と、行列状に配置された複数の画素とを含む表示部と、
　各画素を駆動する駆動部と
　を有し、
　各画素は、発光素子および画素回路を有し、
　前記画素回路は、前記発光素子に流れる電流を制御する第１トランジスタと、前記信号
線の電圧を前記第１トランジスタに書き込む第２トランジスタとを有し、
　前記複数の電源線は、複数の画素行を１つのユニットとして、前記ユニットごとに１つ
ずつ設けられ、
　前記駆動部は、各ユニットに含まれる複数の走査線に対して、前記発光素子を消光する
１つの第１パルス信号を順番に印加するとともに、各ユニットにおいて複数の画素行のう
ち少なくとも最初に消光される画素行に対応する走査線に対して、各信号線に非階調信号
を印加している間に前記第２トランジスタをオンする１または複数の第２パルス信号を印
加する
　電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画素ごとに配置した発光素子で画像を表示する表示装置およびその駆動方法
に関する。また、本発明は、上記表示装置を備えた電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、画像表示を行う表示装置の分野では、画素の発光素子として、流れる電流値に応
じて発光輝度が変化する電流駆動型の光学素子、例えば有機ＥＬ(Electro Luminescence)
素子を用いた表示装置が開発され、商品化が進められている。有機ＥＬ素子は、液晶素子
などと異なり自発光素子である。そのため、有機ＥＬ素子を用いた表示装置（有機ＥＬ表
示装置）では、光源（バックライト）が必要ないので、光源を必要とする液晶表示装置と
比べて画像の視認性が高く、消費電力が低く、かつ素子の応答速度が速い。
【０００３】
　有機ＥＬ表示装置では、液晶表示装置と同様、その駆動方式として単純（パッシブ）マ
トリクス方式とアクティブマトリクス方式とがある。前者は、構造が単純であるものの、
大型かつ高精細の表示装置の実現が難しいなどの問題がある。そのため、現在では、アク
ティブマトリクス方式の開発が盛んに行なわれている。この方式は、画素ごとに配した発
光素子に流れる電流を駆動トランジスタによって制御するものである。
【０００４】
　一般に、駆動トランジスタの閾値電圧Ｖthや移動度μが経時的に変化したり、製造プロ
セスのばらつきによって閾値電圧Ｖthや移動度μが画素ごとに異なったりする場合がある
。閾値電圧Ｖthや移動度μが画素ごとに異なる場合には、駆動トランジスタに流れる電流
値が画素ごとにばらつくので、駆動トランジスタのゲートに同じ電圧を印加しても、有機
ＥＬ素子の発光輝度がばらつき、画面の一様性（ユニフォーミティ）が損なわれる。そこ
で、閾値電圧Ｖthや移動度μの変動に対する補正機能を組み込んだ表示装置が開発されて
いる（例えば、特許文献１参照）。
【０００５】
　ところで、アクティブマトリクス方式の表示装置では、信号線を駆動する信号線駆動回
路や、各画素を順次選択する書込線駆動回路、各画素に電力を供給する電源線駆動回路は
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、いずれも基本的にシフトレジスタ（図示せず）で構成されており、画素の各列または各
行に対応して、１段ごとに信号出力部（図示せず）を備えている。そのため、画素の列お
よび行の数が増えると、それに従って信号線やゲート線の本数が増え、シフトレジスタの
出力段数もその分増加するので、表示装置の周辺回路の大型化を招いていた。
【０００６】
　そこで、シフトレジスタの出力段を共用し、周辺回路の大型化を低減する方策が従来か
ら行われている。例えば特許文献２では、信号線を複数の画素で共用化する方式が提案さ
れている。この様にすれば、信号線駆動回路内のシフトレジスタの出力段を複数の画素列
で共用化でき、その分回路規模の縮小化、回路面積の縮小化、回路コストの低減化が可能
になる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００８－０８３２７２号公報
【特許文献２】特開２００６－２５１３２２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　特許文献２には、信号線駆動回路内のシフトレジスタの出力段を複数の画素列で共用化
することが記載されていたが、書込線駆動回路や電源線駆動回路においてもシフトレジス
タの出力段の共用化を図ることは表示装置のコストパフォーマンスを高める上で重要であ
る。特に、電源線駆動回路については、電流供給能力の安定化のため、信号出力部のサイ
ズを大きくとる必要があるので、電源線駆動回路内のシフトレジスタの出力段を複数の画
素行で共用化し、信号出力部の数を少なくすることにより、表示装置の低コスト化および
小型化を効果的に実現することができる。
【０００９】
　図１５は、電源線駆動回路内の信号出力部が複数の画素行で共用化された表示装置の概
略構成を表したものである。図１５に記載の表示装置１００では、電源線駆動回路１４０
内の個々の信号出力部に電源線ＰＳＬ（ＤＳＬ１，ＤＳＬ２，……）が一つずつ接続され
ており、個々の電源線ＰＳＬ（ＤＳＬ１，ＤＳＬ２，……）に複数の画素行（図１５では
３行）に属する画素１１１が接続されている。一方、信号線駆動回路１２０内の個々の信
号出力部に信号線ＤＴＬ（ＤＴＬ１，ＤＴＬ２，……）が一つずつ接続されており、個々
の信号線（ＤＴＬ１，ＤＴＬ２，……）に各行の画素１１１が一つずつ接続されている。
また、書込線駆動回路１３０内の個々の信号出力部に書込線ＷＳＬ（ＷＳＬ１，ＷＳＬ２
，……）が一つずつ接続されており、個々の書込線ＷＳＬ（ＷＳＬ１，ＷＳＬ２，……）
に各列の画素１１１が一つずつ接続されている。
【００１０】
　図１６、図１７は、図１５に記載の表示装置１００における各種波形の一例を表したも
のである。図１６（Ａ），（Ｅ）には、電源線ＰＳＬ１，ＰＳＬ２に２種類の電圧（Ｖcc

、Ｖss（＜Ｖcc））が、図１６（Ｂ）～（Ｄ），（Ｆ）～（Ｈ）には、書込線ＷＳＬ１～
ＷＳＬ６に３種類の電圧（Ｖon、Ｖoff1（＜Ｖon）、Ｖoff2（＜Ｖoff1））が印加されて
いる様子が示されている。図１７（Ａ）には、電源線ＰＳＬ１に２種類の電圧（Ｖcc、Ｖ

ss）が、図１７（Ｂ）～（Ｄ）には、書込線ＷＳＬ１～ＷＳＬ３に３種類の電圧（Ｖon、
Ｖoff1、Ｖoff2）が印加されている様子が示されている。図１７（Ｅ），（Ｆ）には、電
源線ＰＳＬ１、書込線ＷＳＬ１～ＷＳＬ３、および信号線ＤＴＬへの電圧印加に応じて、
駆動トランジスタＴｒ1のゲート電圧Ｖgおよびソース電圧Ｖsが時々刻々変化している様
子が示されている。なお、図１７（Ｅ），（Ｆ）では、書込線ＷＳＬ１に対応するゲート
電圧がＶg1で表されており、書込線ＷＳＬ３に対応するゲート電圧がＶg3で表されている
。図１６からわかるように、表示装置１００では、複数の画素行（図１６では３行）を一
つのユニットとして、電源線ＰＳＬ（ＰＳＬ１，ＰＳＬ２，……）から各画素１１２にユ
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ニットごとに共通のタイミングでＶccとＶssを印加するユニットスキャンが行われている
。
【００１１】
　図１６、図１７に示したように、同一ユニット内において、消光を開始した時（Ｔ1）
から電源線ＰＳＬの電圧がＶccからＶssに立ち下がる時（Ｔ2）までの時間（待ち時間）
がラインによって異なっている。例えば、同一ユニット内に３０ライン含まれている場合
には、１ライン目の待ち時間と３０ライン目の待ち時間との差が２９Ｈとなる。この待ち
時間の間、例えば、図１７（Ｆ）に示したように、ソース電圧Ｖsが徐々に低下していく
が、有機ＥＬ素子１１１Ｒ等の容量成分などに起因してゆっくり低下するので、時刻Ｔ1

～Ｔ2の間、画素回路内には微弱な電流が流れている。その結果、同一のユニットに含ま
れるライン数が多すぎると、時刻Ｔ1～Ｔ2の間、最初のラインの輝度が最後のラインの輝
度よりも明るくなってしまい、隣接するユニット間にスジ状の模様が発生してしまう。
【００１２】
　また、例えば、図１７（Ｅ），（Ｆ）に示したように、時刻Ｔ1～Ｔ2の間、ソース電圧
Ｖsが所定の電位に向かって徐々に低下するに伴い、ゲート電圧Ｖgも徐々に低下する。こ
のとき、ゲート電圧Ｖgの低下量は、ソース電圧Ｖsの低下量と相関を有しているので、同
一のユニットにおいて、ソース電圧Ｖsおよびゲート電圧Ｖgの低下量は、最初のラインの
方が最後のラインよりも大きくなる。そのため、電源線ＰＳＬの電圧がＶssからＶccに立
ち上がる時（Ｔ3）の直前において、最初のラインと最後のラインとで、ソース電圧およ
びゲート電圧ともに、差が生じる（図中のΔＶs、ΔＶg）。このあと、電源線ＰＳＬの電
圧がＶssからＶccに立ち上がると（Ｔ3）、同一のユニット内の全てのラインにおいて、
ゲート電圧Ｖgがほぼ同一となるが、ソース電圧Ｖsについては、依然として、最初のライ
ンと最後のラインとで差（ΔＶs）が残っている。このソース電圧Ｖsの差（ΔＶs）は発
光時まで残るので、発光時にラインごとに輝度が異なってしまい、隣接するユニット間に
スジ状の模様が発生してしまう。
【００１３】
　このように、従来では、ラインごとの待ち時間の違いによって、隣接するユニット間に
スジ状の模様が発生してしまうという問題があった。
【００１４】
　本発明はかかる問題点に鑑みてなされたもので、その目的は、ユニットスキャンにおい
てスジ状の模様が発生するのを防止することの可能な表示装置およびその駆動方法ならび
に電子機器を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明の表示装置は、行状に配置された複数の走査線および複数の電源線と、列状に配
置された複数の信号線と、行列状に配置された複数の画素とを含む表示部を備えており、
さらに、各画素を駆動する駆動部を備えている。各画素は、発光素子および画素回路を有
している。画素回路は、発光素子に流れる電流を制御する第１トランジスタと、信号線の
電圧を前記第１トランジスタに書き込む第２トランジスタとを有している。複数の電源線
は、複数の画素行を１つのユニットとして、ユニットごとに１つずつ設けられている。駆
動部は、各ユニットに含まれる複数の走査線に対して、発光素子を消光する１つの第１パ
ルス信号を順番に印加するとともに、各ユニットにおいて複数の画素行のうち少なくとも
最初に消光される画素行に対応する走査線に対して、各信号線に非階調信号を印加してい
る間に第２トランジスタをオンする１または複数の第２パルス信号を印加するようになっ
ている。
【００１６】
　本発明の電子機器は、上記表示装置を備えたものである。
【００１７】
　本発明の表示装置の駆動方法は、以下の構成を備えた表示装置において、各ユニットに
含まれる複数の走査線に対して、発光素子を消光する１つの第１パルス信号を順番に印加
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するとともに、各ユニットにおいて複数の画素行のうち少なくとも最初に消光される画素
行に対応する走査線に対して、各信号線に非階調信号を印加している間に第２トランジス
タをオンする１または複数の第２パルス信号を印加するステップを実行するものである。
【００１８】
　上記駆動方法が用いられる表示装置は、行状に配置された複数の走査線および複数の電
源線と、列状に配置された複数の信号線と、行列状に配置された複数の画素とを含む表示
部を備えており、さらに、各画素を駆動する駆動部を備えている。各画素は、発光素子お
よび画素回路を有している。画素回路は、発光素子に流れる電流を制御する第１トランジ
スタと、信号線の電圧を前記第１トランジスタに書き込む第２トランジスタとを有してい
る。複数の電源線は、複数の画素行を１つのユニットとして、ユニットごとに１つずつ設
けられている。
【００１９】
　本発明の表示装置およびその駆動方法ならびに電子機器では、各ユニットに含まれる複
数の走査線に対して、発光素子を消光する１つの第１パルス信号が順番に印加される。こ
れにより、複数の発光素子が画素行ごとに順番に消光される。さらに、各ユニットにおい
て複数の画素行のうち少なくとも最初に消光される画素行に対応する走査線に対して、各
信号線に非階調信号を印加している間に第２トランジスタをオンする１または複数の第２
パルス信号が印加される。これにより、消光後に第２パルス信号を印加しない従来の場合
と比べて、各ユニット内で生じる第１トランジスタのソース電圧の差を小さくすることが
できる。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明の表示装置およびその駆動方法ならびに電子機器によれば、消光後に第２パルス
信号を印加することにより、従来と比べて、各ユニット内で生じる第１トランジスタのソ
ース電圧の差を小さくすることができるようにした。これにより、ユニットスキャンにお
いて、隣接するユニット間にスジ状の模様が発生するのを防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の一実施の形態に係る表示装置の一例を表す構成図である。
【図２】図１の画素の内部構成の一例を表す構成図である。
【図３】図１の表示装置のユニットスキャンについて説明するための概念図である。
【図４】図１の表示装置の動作の一例について説明するための波形図である。
【図５】一のユニットにおける動作の一例について説明するための波形図である。
【図６】一のユニットにおける動作の他の例について説明するための波形図である。
【図７】一のユニットにおける動作のその他の例について説明するための波形図である。
【図８】一のユニットにおける動作のその他の例について説明するための波形図である。
【図９】上記実施の形態の表示装置を含むモジュールの概略構成を表す平面図である。
【図１０】上記実施の形態の表示装置の適用例１の外観を表す斜視図である。
【図１１】（Ａ）は適用例２の表側から見た外観を表す斜視図であり、（Ｂ）は裏側から
見た外観を表す斜視図である。
【図１２】適用例３の外観を表す斜視図である。
【図１３】適用例４の外観を表す斜視図である。
【図１４】（Ａ）は適用例５の開いた状態の正面図、（Ｂ）はその側面図、（Ｃ）は閉じ
た状態の正面図、（Ｄ）は左側面図、（Ｅ）は右側面図、（Ｆ）は上面図、（Ｇ）は下面
図である。
【図１５】従来の表示装置の一例を表す構成図である。
【図１６】図１５の表示装置の動作の一例について説明するための波形図である。
【図１７】図１５の表示装置の一のユニットにおける動作の一例について説明するための
波形図である。
【発明を実施するための形態】
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【００２２】
　以下、発明を実施するための形態について、図面を参照して詳細に説明する。なお、説
明は以下の順序で行う。

　　１．実施の形態（図１～図６）
　　２．変形例（図７、図８）
　　３．モジュールおよび適用例（図９～図１４）
　　４．従来例（図１５～図１７）
【００２３】
　図１は、本発明の一実施の形態に係る表示装置１の全体構成の一例を表したものである
。この表示装置１は、例えば、表示パネル１０（表示部）と、駆動回路２０（駆動部）と
を備えている。
【００２４】
（表示パネル１０）
　表示パネル１０は、発光色の互いに異なる３種類の有機ＥＬ素子１１Ｒ，１１Ｇ，１１
Ｂ（発光素子）が２次元配置された表示領域１０Ａを有している。表示領域１０Ａとは、
有機ＥＬ素子１１Ｒ，１１Ｇ，１１Ｂから発せられる光を利用して映像を表示する領域で
ある。有機ＥＬ素子１１Ｒは赤色光を発する有機ＥＬ素子であり、有機ＥＬ素子１１Ｇは
緑色光を発する有機ＥＬ素子であり、有機ＥＬ素子１１Ｂは青色光を発する有機ＥＬ素子
である。なお、以下では、有機ＥＬ素子１１Ｒ，１１Ｇ，１１Ｂの総称として有機ＥＬ素
子１１を適宜用いるものとする。
【００２５】
（表示領域１０Ａ）
　図２は、表示領域１０Ａ内の回路構成の一例を表したものである。表示領域１０Ａ内に
は、複数の画素回路１２が個々の有機ＥＬ素子１１と対となって２次元配置されている。
なお、本実施の形態では、一対の有機ＥＬ素子１１および画素回路１２が１つの画素１３
を構成している。より詳細には、図１に示したように、一対の有機ＥＬ素子１１Ｒおよび
画素回路１２が１つの画素１３Ｒ（赤色用の画素）を構成し、一対の有機ＥＬ素子１１Ｇ
および画素回路１２が１つの画素１３Ｇ（緑色用の画素）を構成し、一対の有機ＥＬ素子
１１Ｂおよび画素回路１２が１つの画素１３Ｂ（青色用の画素）を構成している。さらに
、互いに隣り合う３つの画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂが１つの表示画素１４を構成してい
る。
【００２６】
　各画素回路１２は、例えば、有機ＥＬ素子１１に流れる電流を制御する駆動トランジス
タＴｒ1（第１トランジスタ）と、信号線ＤＴＬの電圧を駆動トランジスタＴｒ1に書き込
む書き込みトランジスタＴｒ2（第２トランジスタ）と、保持容量Ｃsとによって構成され
たものであり、２Ｔｒ１Ｃの回路構成となっている。駆動トランジスタＴｒ1および書き
込みトランジスタＴｒ2は、例えば、ｎチャネルＭＯＳ型の薄膜トランジスタ（ＴＦＴ（T
hin Film Transistor））により形成されている。駆動トランジスタＴｒ1または書き込み
トランジスタＴｒ2は、例えば、ｐチャネルＭＯＳ型のＴＦＴであってもよい。
【００２７】
　表示領域１０Ａにおいて、複数の書込線ＷＳＬ（走査線）が行状に配置され、複数の信
号線ＤＴＬが列状に配置されている。表示領域１０Ａには、さらに、複数の電源線ＰＳＬ
（電源電圧の供給される部材）が書込線ＷＳＬに沿って行状に配置されている。各信号線
ＤＴＬと各走査線ＷＳＬとの交差点近傍には、有機ＥＬ素子１１が１つずつ設けられてい
る。各信号線ＤＴＬは、後述の信号線駆動回路２３の出力端（図示せず）と、書き込みト
ランジスタＴｒ2のドレイン電極およびソース電極のいずれか一方（図示せず）に接続さ
れている。各走査線ＷＳＬは、後述の書込線駆動回路２４の出力端（図示せず）と、書き
込みトランジスタＴｒ2のゲート電極（図示せず）に接続されている。各電源線ＰＳＬは
、後述の電源線駆動回路２５の出力端（図示せず）と、駆動トランジスタＴｒ1のドレイ



(8) JP 2011-154287 A 2011.8.11

10

20

30

40

50

ン電極およびソース電極のいずれか一方（図示せず）に接続されている。書き込みトラン
ジスタＴｒ2のドレイン電極およびソース電極のうち信号線ＤＴＬに非接続の方（図示せ
ず）は、駆動トランジスタＴｒ1のゲート電極（図示せず）と、保持容量Ｃsの一端に接続
されている。駆動トランジスタＴｒ1のドレイン電極およびソース電極のうち電源線ＰＳ
Ｌに非接続の方（図示せず）と保持容量Ｃsの他端とが、有機ＥＬ素子１１のアノード電
極（図示せず）に接続されている。有機ＥＬ素子１１のカソード電極（図示せず）は、例
えば、グラウンド線ＧＮＤに接続されている。
【００２８】
　電源線ＰＳＬは、図１、図３に示したように、複数の画素行を一つのユニットＵとして
、ユニットＵごとに一つずつ設けられている。なお、図３には、ユニットＵが５つ設けら
れている場合が例示されているが、ユニット数はそれに限られるものではない。また、図
３では、５つのユニットＵに対して、電源線駆動回路２５の走査方向に向かうにつれて、
１つずつ増えるサフィックスを付与している。従って、ユニットＵ１は走査方向の初回ユ
ニットに相当し、ユニットＵ５は走査方向の最終ユニットに相当する。
【００２９】
（駆動回路２０）
　次に、駆動回路２０内の各回路について、図１を参照して説明する。駆動回路２０は、
タイミング生成回路２１、映像信号処理回路２２、信号線駆動回路２３、書込線駆動回路
２４、および電源線駆動回路２５を有している。
【００３０】
　タイミング生成回路２１は、映像信号処理回路２２、信号線駆動回路２３、書込線駆動
回路２４、および電源線駆動回路２５が連動して動作するように制御するものである。タ
イミング生成回路２１は、例えば、外部から入力された同期信号２０Ｂに応じて（同期し
て）、上述した各回路に対して制御信号２１Ａを出力するようになっている。
【００３１】
　映像信号処理回路２２は、外部から入力された映像信号２０Ａに対して所定の補正を行
うと共に、補正した後の映像信号２２Ａを信号線駆動回路２３に出力するようになってい
る。所定の補正としては、例えば、ガンマ補正や、オーバードライブ補正などが挙げられ
る。
【００３２】
　信号線駆動回路２３は、制御信号２１Ａの入力に応じて（同期して）、映像信号処理回
路２２から入力された映像信号２２Ａ（信号電圧Ｖsig）を各信号線ＤＴＬに印加して、
選択対象の画素１３に書き込むものである。なお、書き込みとは、駆動トランジスタＴｒ

1のゲートに所定の電圧を印加することを指している。
【００３３】
　信号線駆動回路２３は、例えばシフトレジスタ（図示せず）によって構成されており、
画素１３の各列に対応して、１段ごとに信号出力部（図示せず）を備えている。この信号
線駆動回路２３は、制御信号２１Ａの入力に応じて（同期して）、各信号線ＤＴＬに対し
て、３種類の電圧（Ｖsig、Ｖofs、Ｖers）を出力可能となっている。具体的には、信号
線駆動回路２３は、各画素１３に接続された信号線ＤＴＬを介して、書込線駆動回路２４
により選択された画素１３へ３種類の電圧（Ｖsig、Ｖofs、Ｖers）を順番に供給するよ
うになっている。
【００３４】
　ここで、Ｖsigは、映像信号２２Ａに対応する電圧値となっている。Ｖsigの最小電圧は
Ｖofsよりも低い電圧値となっており、Ｖsigの最大電圧はＶofsよりも高い電圧値となっ
ている。また、Ｖofsは、映像信号２２Ａとは無関係な非階調信号であり、Ｖersよりも低
い電圧値（固定値）となっている。Ｖersは、有機ＥＬ素子１１の閾値電圧Ｖelよりも低
い電圧値（固定値）となっている。
【００３５】
　書込線駆動回路２４は、例えばシフトレジスタ（図示せず）によって構成されており、
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画素１３の各行に対応して、１段ごとに信号出力部（図示せず）を備えている。この書込
線駆動回路２４は、制御信号２１Ａの入力に応じて（同期して）、各書込線ＷＳＬに対し
て、３種類の電圧（Ｖon、Ｖoff1、Ｖoff2）を出力可能となっている。具体的には、書込
線駆動回路２４は、各画素１３に接続された書込線ＷＳＬを介して、駆動対象の画素１３
へ３種類の電圧（Ｖon、Ｖoff1、Ｖoff2）を供給し、書き込みトランジスタＴｒ2を制御
するようになっている。
【００３６】
　ここで、電圧Ｖonは、書き込みトランジスタＴｒ2のオン電圧以上の値となっている。
Ｖonは、後述の消光時や閾値補正時に、書込線駆動回路２４から出力される電圧値である
。Ｖoff1、Ｖoff2は、書き込みトランジスタＴｒ2のオン電圧よりも低い値となっている
。Ｖoff2は、Ｖoff1よりも低い電圧値となっている。
【００３７】
　電源線駆動回路２５は、例えばシフトレジスタ（図示せず）によって構成されており、
各ユニット（Ｕ１～Ｕ５）に対応して、各ユニット（Ｕ１～Ｕ５）に含まれる行数と等し
い数の段ごとに信号出力部（図示せず）を備えている。つまり、本実施の形態では、電源
線駆動回路２５内のシフトレジスタの出力段がユニット（Ｕ１～Ｕ５）ごとに共用化され
ており、ユニットスキャン方式が採られている。そのため、各画素列に対応して１段ごと
に信号出力部を設けた場合と比べて、電源線駆動回路２５内の信号出力部の数が少ない。
【００３８】
　この電源線駆動回路２５は、制御信号２１Ａの入力に応じて（同期して）、２種類の電
圧（Ｖss、Ｖcc）を出力可能となっている。具体的には、電源線駆動回路２５は、各画素
１３に接続された電源線ＰＳＬを介して、駆動対象の画素１３へ２種類の電圧（Ｖss、Ｖ

cc）を供給し、有機ＥＬ素子１１の発光および消光を制御するようになっている。
【００３９】
　ここで、Ｖssは、有機ＥＬ素子１１の閾値電圧Ｖelと、有機ＥＬ素子１１のカソードの
電圧Ｖcaとを足し合わせた電圧（Ｖel＋Ｖca）よりも低い電圧値である。また、Ｖccは、
電圧（Ｖel＋Ｖca）以上の電圧値である。
【００４０】
　次に、本実施の形態の表示装置１の動作（消光から発光までの動作）の一例について説
明する。本実施の形態では、駆動トランジスタＴｒ1の閾値電圧Ｖthや移動度μが経時変
化したりしても、それらの影響を受けることなく、有機ＥＬ素子１１の発光輝度を一定に
保つようにするために、閾値電圧Ｖthや移動度μの変動に対する補正動作が組み込まれて
いる。
【００４１】
　図４は、表示装置１における各種波形の一例を表したものである。図４には、電源線Ｐ
ＳＬに２種類の電圧（Ｖss、Ｖcc）が、書込線ＷＳＬ１～ＷＳＬ６に３種類の電圧（Ｖon

、Ｖoff1、Ｖoff2）が印加されている様子が示されている。図１、図４からわかるように
、表示装置１では、電源線ＰＳＬ（ＰＳＬ１，ＰＳＬ２，……）から各画素１３に、ユニ
ット（Ｕ１～Ｕ５）ごとに共通のタイミングでＶss、Ｖccが印加される。
【００４２】
　図５は、表示装置１の一のユニットＵに印加される電圧波形の一例を表したものである
。具体的には、電源線ＰＳＬに２種類の電圧（Ｖss、Ｖcc）が、信号線ＤＴＬに３種類の
電圧（Ｖsig、Ｖers、Ｖofs）が、書込線ＷＳＬに３種類の電圧（Ｖon、Ｖoff1、Ｖoff2

）が印加されている様子が示されている。さらに、図５（Ｆ），（Ｇ）には、電源線ＰＳ
Ｌ１、信号線ＤＴＬおよび書込線ＷＳＬ１への電圧印加に応じて、駆動トランジスタＴｒ

1のゲート電圧Ｖg1およびソース電圧Ｖs1が時々刻々変化している様子が示されている。
なお、ゲート電圧Ｖg1は、書込線ＷＳＬ１に対応するライン（画素行）におけるゲート電
圧であり、ソース電圧Ｖs1は、書込線ＷＳＬ１に対応するライン（画素行）におけるソー
ス電圧である。
【００４３】
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（消光期間）
　まず、有機ＥＬ素子１１の消光を行う。具体的には、電源線ＰＳＬ１の電圧がＶccとな
っており、かつ信号線ＤＴＬの電圧がＶersとなっている時に、書込線駆動回路２４が書
込線ＷＳＬ１～ＷＳＬ３に、波高値がＶonである１つの消光パルス信号（第１パルス信号
Ｐ１）を順番に印加する。具体的には、書込線駆動回路２４が書込線ＷＳＬ１～ＷＳＬ３
の電圧を順番に、Ｖoff1からＶonに上げ（Ｔ1）、駆動トランジスタＴｒ1のゲートを信号
線ＤＴＬに接続する。すると、駆動トランジスタＴｒ1のゲート電圧Ｖg1が下がり始め、
保持容量Ｃsを介したカップリングにより駆動トランジスタＴｒ1のソース電圧Ｖs1も下が
り始める。その後、ゲート電圧Ｖg1がＶersとなり、ソース電圧Ｖs1がＶel＋Ｖca（Ｖca

は有機ＥＬ素子１１のカソード電圧）となり、有機ＥＬ素子１１が消光したときに書込線
駆動回路２４が書込線ＷＳＬ１～ＷＳＬ３の電圧を順番に、ＶonからＶoff1に下げ、駆動
トランジスタＴｒ1のゲートをフローティングにする（Ｔ2）。
【００４４】
　続いて、電源線ＰＳＬ１の電圧がＶccとなっており、かつ信号線ＤＴＬの電圧がＶers

となっている時であって、かつ電源線ＰＳＬ１の電圧がＶccからＶssに変化する前に、書
込線駆動回路２４が各書込線ＷＳＬ１～ＷＳＬ３に、波高値がＶonである１または複数の
消光パルス信号（第２パルス信号Ｐ２）を印加する。具体的には、書込線駆動回路２４が
各書込線ＷＳＬ１～ＷＳＬ３の電圧を所定のタイミングで（例えば、１Ｈごとに）、Ｖof

f1からＶonに上げ（Ｔ3）、駆動トランジスタＴｒ1のゲートを信号線ＤＴＬに接続したの
ち、所定の期間が経過したところで、書込線ＷＳＬ１～ＷＳＬ３の電圧をＶonからＶoff1

（またはＶoff2）に下げる。すると、駆動トランジスタＴｒ1のゲート電圧Ｖg1およびソ
ース電圧Ｖs1が若干上昇したのち、徐々に降下していく。
【００４５】
　なお、各書込線ＷＳＬ１～ＷＳＬ３に対して第２パルス信号Ｐ２を印加する回数は、各
書込線ＷＳＬ１～ＷＳＬ３において、互いに異なっていてもよいし（図５）、互いに等し
くなっていてもよい（図６）。また、各書込線ＷＳＬ１～ＷＳＬ３に対して第２パルス信
号Ｐ２を印加する回数は、例えば、図５に示したように、書込線駆動回路２４の走査方向
に向かうにつれて減っていてもよく、例えば、書込線駆動回路２４の走査方向に向かうに
つれて１つずつ減っていてもよい。
【００４６】
　また、第１パルス信号Ｐ１および第２パルス信号Ｐ２の波高値は、互いに等しくなって
いてもよいし（図５，図６）、互いに異なっていてもよい。また、第１パルス信号Ｐ１お
よび第２パルス信号Ｐ２のパルス幅についても、互いに等しくなっていてもよいし（図５
，図６）、互いに異なっていてもよい。また、消光期間中に、第１パルス信号Ｐ１および
第２パルス信号Ｐ２を印加するタイミングは、複数の書込線ＷＳＬ１～ＷＳＬ３のうち第
１パルス信号Ｐ１が印加されていない書込線ＷＳＬを除いた全ての書込線ＷＳＬにおいて
同時であってもよいし（図５，図６）、同時でなくてもよい。各書込線ＷＳＬ１～ＷＳＬ
３に対して第２パルス信号Ｐ２を最後に印加するタイミングは、全ての書込線ＷＳＬ１～
ＷＳＬ３において同時であることが好ましい（図５，図６）。
【００４７】
（閾値補正準備期間）
　次に、閾値補正の準備を行う。具体的には、書込線ＷＳＬの電圧がＶoff2となっている
時に、電源線駆動回路２５が電源線ＰＳＬの電圧をＶccからＶssに下げる（Ｔ5）。する
と、駆動トランジスタＴｒ1の電源線ＰＳＬ側がソースとなって駆動トランジスタＴｒ1の
ドレイン－ソース間に電流Ｉdが流れ、ゲート電圧Ｖg1がＶss＋Ｖthとなったところで、
電流Ｉdが止まる。このとき、ソース電圧Ｖs1がＶel＋Ｖca－（Ｖers－（Ｖss＋Ｖth）と
なっており、電位差ＶgsがＶthよりも小さくなっている。
【００４８】
　続いて、電源線駆動回路２５が電源線ＰＳＬの電圧をＶssからＶccに上げる（Ｔ6）。
すると、駆動トランジスタＴｒ1のドレイン－ソース間に電流Ｉdが流れ、ゲート電圧Ｖg1
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およびソース電圧Ｖs1が、駆動トランジスタＴｒ1のゲート－ドレイン間の寄生容量と、
保持容量Ｃsとの容量結合によって上昇する。このとき、電位差Ｖgsは依然としてＶthよ
りも小さくなっている。
【００４９】
（最初の閾値補正期間）
　次に、閾値補正を行う。具体的には、電源線ＰＳＬの電圧がＶccとなっており、かつ信
号線ＤＴＬの電圧がＶofs（波高値の固定された閾値補正信号）となっている時に、書込
線駆動回路２４が書込線ＷＳＬの電圧をＶoff2からＶonに上げて、書込線ＷＳＬに選択パ
ルスを印加する（Ｔ7）。すると、駆動トランジスタＴｒ1のドレイン－ソース間に電流Ｉ

dが流れ、ゲート電圧Ｖg1およびソース電圧Ｖs1が、駆動トランジスタＴｒ1のゲート－ド
レイン間の寄生容量と、保持容量Ｃsとの容量結合によって上昇する。ここで、保持容量
Ｃsが有機ＥＬ素子１１の素子容量よりも極めて小さく、ソース電圧Ｖs1の上昇量がゲー
ト電圧Ｖg1の上昇量よりも十分に小さいので、電位差Ｖgsが大きくなる。そして、電位差
ＶgsがＶthよりも大きくなった段階で、書込線駆動回路２４が書込線ＷＳＬの電圧をＶon

からＶoff1に下げる（Ｔ8）。すると、駆動トランジスタＴｒ1のゲートがフローティング
となり、閾値補正が一旦停止する。
【００５０】
（最初の閾値補正休止期間）
　閾値補正が休止している期間中は、例えば、先の閾値補正を行った行（画素）とは異な
る他の行（画素）において、信号線ＤＴＬの電圧のサンプリングが行われる。なお、この
とき、先の閾値補正を行った行（画素）において、ソース電圧Ｖs1がＶofs－Ｖthよりも
低いので、閾値補正休止期間中にも、先の閾値補正を行った行（画素）において、駆動ト
ランジスタＴｒ1のドレイン－ソース間に電流Ｉdが流れ、ソース電圧Ｖs1が上昇し、保持
容量Ｃsを介したカップリングによりゲート電圧Ｖg1も上昇する。
【００５１】
（２回目の閾値補正期間）
　閾値補正休止期間が終了した後、閾値補正を再び行う。具体的には、信号線ＤＴＬの電
圧がＶofsとなっており、閾値補正が可能となっている時に、書込線駆動回路２４が書込
線ＷＳＬの電圧をＶoff1からＶonに上げ（Ｔ7）、駆動トランジスタＴｒ1のゲートを信号
線ＤＴＬに接続する。このとき、ソース電圧Ｖs1がＶofs－Ｖthよりも低い場合（閾値補
正がまだ完了していない場合）には、駆動トランジスタＴｒ1がカットオフするまで（電
位差ＶgsがＶthになるまで）、駆動トランジスタＴｒ1のドレイン－ソース間に電流Ｉdが
流れる。その後、信号線駆動回路２３が信号線ＤＴＬの電圧をＶofsからＶsigに切り替え
る前に、書込線駆動回路２４が書込線ＷＳＬの電圧をＶonからＶoff1に下げる（Ｔ8）。
すると、駆動トランジスタＴｒ1のゲートがフローティングとなるので、電位差Ｖgsを信
号線ＤＴＬの電圧の大きさに拘わらず一定に維持することができる。
【００５２】
　なお、この閾値補正期間において、保持容量ＣsがＶthに充電され、電位差ＶgsがＶth

となった場合には、閾値補正を終了するが、電位差ＶgsがＶthにまで到達しなかった場合
には、電位差ＶgsがＶthに到達するまで、閾値補正と、閾値補正休止とを繰り返し実行す
る。
【００５３】
（書き込み・μ補正期間）
　閾値補正休止期間が終了した後、書き込みとμ補正を行う。具体的には、信号線ＤＴＬ
の電圧がＶsigとなっている間に、書込線駆動回路２４が書込線ＷＳＬの電圧をＶoff1か
らＶonに上げ（Ｔ9）、駆動トランジスタＴｒ1のゲートを信号線ＤＴＬに接続する。する
と、駆動トランジスタＴｒ1のゲートの電圧がＶsigとなる。このとき、有機ＥＬ素子１１
のアノードの電圧はこの段階ではまだ有機ＥＬ素子１１の閾値電圧Ｖelよりも小さく、有
機ＥＬ素子１１はカットオフしている。そのため、電流Ｉdは有機ＥＬ素子１１の素子容
量に流れ、素子容量が充電されるので、ソース電圧Ｖs1がΔＶだけ上昇し、やがて電位差
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ＶgsがＶsig＋Ｖth－ΔＶとなる。このようにして、書き込みと同時にμ補正が行われる
。
【００５４】
（発光）
　最後に、書込線駆動回路２４が書込線ＷＳＬの電圧をＶonからＶoff1に下げる（Ｔ10）
。すると、駆動トランジスタＴｒ1のゲートがフローティングとなり、駆動トランジスタ
Ｔｒ1のドレイン－ソース間に電流Ｉdが流れ、ソース電圧Ｖs1が上昇する。その結果、有
機ＥＬ素子１１が所望の輝度で発光する。
【００５５】
　本実施の形態の表示装置１では、上記のようにして、各画素１３において画素回路１２
がオンオフ制御され、各画素１３の有機ＥＬ素子１１に駆動電流が注入されることにより
、正孔と電子とが再結合して発光が起こり、その光が外部に取り出される。その結果、表
示パネル１０の表示領域１０Ａにおいて画像が表示される。
【００５６】
　ところで、例えば、図１５に示したような従来の表示装置１００におけるユニットスキ
ャン方式では、例えば、図１６、図１７に示したように、同一ユニット内において、電源
線ＰＳＬの電圧がＶssからＶccに上がった時（Ｔ1）から閾値補正を開始する時（Ｔ2）ま
での時間（待ち時間）がラインによって異なっている。例えば、同一ユニット内に３０ラ
イン含まれている場合に、１ライン目の待ち時間と３０ライン目の待ち時間との差が２９
Ｈとなる。この待ち時間の間、例えば、図１７（Ｆ）に示したように、ソース電圧Ｖsが
徐々に低下していくが、有機ＥＬ素子１１１Ｒ等の容量成分などに起因してゆっくり低下
するので、時刻Ｔ1～Ｔ2の間、画素回路内には微弱な電流が流れている。その結果、一の
ユニットに含まれるライン数が多すぎると、時刻Ｔ1～Ｔ2の間、最初のラインの輝度が最
後のラインの輝度よりも明るくなってしまい、隣接するユニット間にスジ状の模様が発生
してしまう。
【００５７】
　また、例えば、図１７（Ｅ），（Ｆ）に示したように、時刻Ｔ1～Ｔ2の間、ソース電圧
Ｖsが所定の電位に向かって徐々に低下するに伴い、ゲート電圧Ｖgも徐々に低下する。こ
のとき、ゲート電圧Ｖgの低下量は、ソース電圧Ｖsの低下量と相関を有しているので、一
のユニットにおいて、ソース電圧Ｖsおよびゲート電圧Ｖgの低下量は、最初のラインの方
が最後のラインよりも大きくなる。そのため、電源線ＰＳＬの電圧がＶssからＶccに立ち
上がる時（Ｔ3）の直前において、最初のラインと最後のラインとで、ソース電圧および
ゲート電圧ともに、差が生じる（図中のΔＶs、ΔＶg）。このあと、電源線ＰＳＬの電圧
がＶssからＶccに立ち上がると（Ｔ3）、一のユニット内の全てのラインにおいて、ゲー
ト電圧Ｖgがほぼ同一となるが、ソース電圧Ｖsについては、依然として、最初のラインと
最後のラインとで差（ΔＶs）が残っている。このソース電圧Ｖsの差（ΔＶs）は発光時
まで残るので、発光時にラインごとに輝度が異なってしまい、隣接するユニット間にスジ
状の模様が発生してしまう。
【００５８】
　このように、従来の方式では、ラインごとの待ち時間の違いによって、隣接するユニッ
ト間にスジ状の模様が発生してしまうという問題があった。
【００５９】
　一方、本実施の形態の表示装置１では、まず、各ユニットＵに含まれる複数の走査線Ｗ
ＳＬに対して１つの第１パルス信号Ｐ１が順番に印加され、複数の有機ＥＬ素子１１がラ
イン（画素行）ごとに順番に消光される。その後、電源線ＰＳＬ１の電圧がＶccとなって
おり、かつ信号線ＤＴＬの電圧がＶersとなっている時であって、かつ電源線ＰＳＬ１の
電圧がＶccからＶssに変化する前に、各書込線ＷＳＬ１～ＷＳＬ３に１または複数の第２
パルス信号Ｐ２が印加される。つまり、消光してから閾値補正準備を開始するまでの間に
、各書込線ＷＳＬ１～ＷＳＬ３に１または複数の第２パルス信号Ｐ２が印加される。これ
により、消光後に第２パルス信号Ｐ２を印加しない従来の場合と比べて、各ユニットＵ内



(13) JP 2011-154287 A 2011.8.11

10

20

30

40

50

で生じる駆動トランジスタＴｒ1のソース電圧Ｖsの差ΔＶsを小さくすることができる。
その結果、ユニットスキャンにおいてスジ状の模様が発生するのを防止することができる
。
【００６０】
＜変形例＞
　上記実施の形態では、各書込線ＷＳＬ１～ＷＳＬ３に対して第２パルス信号Ｐ２を印加
していたが、必要に応じて、書込線ＷＳＬ３に対する第２パルス信号Ｐ２の印加をなくし
てもよい（図７、図８）。つまり、各ユニットＵに含まれる複数の走査線ＷＳＬのうち最
後に消光されるライン（画素行）に対応する走査線ＷＳＬ以外の全ての走査線ＷＳＬに対
して、各信号線ＤＴＬの電圧がＶersとなっている時に１または複数の第２パルス信号Ｐ
２を印加するようにしてもよい。
【００６１】
　また、必要に応じて、書込線ＷＳＬ２，ＷＳＬ３に対する第２パルス信号Ｐ２の印加を
なくしてもよい（図示せず）。つまり、各ユニットＵにおいて複数のライン（画素行）の
うち少なくとも最初に消光されるライン（画素行）に対応する走査線ＷＳＬに対して、各
信号線ＤＴＬの電圧がＶersとなっている時に１または複数の第２パルス信号Ｐ２を印加
するようにしてもよい。
【００６２】
　ところで、上記の変形例においては、各書込線ＷＳＬ１～ＷＳＬ３に対して第１パルス
信号Ｐ１および第２パルス信号Ｐ２のいずれかを最後に印加するタイミングは、全ての書
込線ＷＳＬ１～ＷＳＬ３において同時であることが好ましい（図７、図８）。
【００６３】
＜モジュールおよび適用例＞
　以下、上記実施の形態および変形例で説明した表示装置１の適用例について説明する。
上記実施の形態等の表示装置１は、テレビジョン装置、デジタルカメラ、ノート型パーソ
ナルコンピュータ、携帯電話等の携帯端末装置あるいはビデオカメラなど、外部から入力
された映像信号あるいは内部で生成した映像信号を、画像あるいは映像として表示するあ
らゆる分野の電子機器の表示装置に適用することが可能である。
【００６４】
（モジュール）
　上記実施の形態等の表示装置１は、例えば、図９に示したようなモジュールとして、後
述する適用例１～５などの種々の電子機器に組み込まれる。このモジュールは、例えば、
基板２の一辺に、表示領域１０Ａを封止する部材（図示せず）から露出した領域２１０を
設け、この露出した領域２１０に、駆動回路２０の配線を延長して外部接続端子（図示せ
ず）を形成したものである。外部接続端子には、信号の入出力のためのフレキシブルプリ
ント配線基板（ＦＰＣ；Flexible Printed Circuit）２２０が設けられていてもよい。
【００６５】
（適用例１）
　図１０は、上記実施の形態等の表示装置１が適用されるテレビジョン装置の外観を表し
たものである。このテレビジョン装置は、例えば、フロントパネル３１０およびフィルタ
ーガラス３２０を含む映像表示画面部３００を有しており、この映像表示画面部３００は
、上記実施の形態等に係る表示装置１により構成されている。
【００６６】
（適用例２）
　図１１は、上記実施の形態等の表示装置１が適用されるデジタルカメラの外観を表した
ものである。このデジタルカメラは、例えば、フラッシュ用の発光部４１０、表示部４２
０、メニュースイッチ４３０およびシャッターボタン４４０を有しており、その表示部４
２０は、上記実施の形態等に係る表示装置１により構成されている。
【００６７】
（適用例３）
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　図１２は、上記実施の形態等の表示装置１が適用されるノート型パーソナルコンピュー
タの外観を表したものである。このノート型パーソナルコンピュータは、例えば、本体５
１０，文字等の入力操作のためのキーボード５２０および画像を表示する表示部５３０を
有しており、その表示部５３０は、上記実施の形態等に係る表示装置１により構成されて
いる。
【００６８】
（適用例４）
　図１３は、上記実施の形態等の表示装置１が適用されるビデオカメラの外観を表したも
のである。このビデオカメラは、例えば、本体部６１０，この本体部６１０の前方側面に
設けられた被写体撮影用のレンズ６２０，撮影時のスタート／ストップスイッチ６３０お
よび表示部６４０を有しており、その表示部６４０は、上記実施の形態等に係る表示装置
１により構成されている。
【００６９】
（適用例５）
　図１４は、上記実施の形態等の表示装置１が適用される携帯電話機の外観を表したもの
である。この携帯電話機は、例えば、上側筐体７１０と下側筐体７２０とを連結部（ヒン
ジ部）７３０で連結したものであり、ディスプレイ７４０，サブディスプレイ７５０，ピ
クチャーライト７６０およびカメラ７７０を有している。そのディスプレイ７４０または
サブディスプレイ７５０は、上記実施の形態等に係る表示装置１により構成されている。
【００７０】
　以上、実施の形態および適用例を挙げて本発明を説明したが、本発明は上記実施の形態
等に限定されるものではなく、種々変形が可能である。
【００７１】
　例えば、上記実施の形態等では、表示装置１がアクティブマトリクス型である場合につ
いて説明したが、アクティブマトリクス駆動のための画素回路１２の構成は上記実施の形
態等で説明したものに限られず、必要に応じて容量素子やトランジスタを画素回路１２に
追加してもよい。その場合、画素回路１２の変更に応じて、上述した信号線駆動回路２３
、書込線駆動回路２４、電源線駆動回路２５のほかに、必要な駆動回路を追加してもよい
。
【００７２】
　また、上記実施の形態等では、信号線駆動回路２３、書込線駆動回路２４、電源線駆動
回路２５の駆動をタイミング制御回路２２が制御していたが、他の回路がこれらの駆動を
制御するようにしてもよい。また、信号線駆動回路２３、書込線駆動回路２４、電源線駆
動回路２５の制御は、ハードウェア（回路）で行われていてもよいし、ソフトウェア（プ
ログラム）で行われていてもよい。
【００７３】
　また、上記実施の形態等では、画素回路１２が、２Ｔｒ１Ｃの回路構成となっていたが
、デュアルゲート型のトランジスタが有機ＥＬ素子１１に直列に接続された回路構成を含
んでいるものであれば、２Ｔｒ１Ｃの回路構成以外の回路構成となっていてもよい。
【００７４】
　また、上記実施の形態等では、駆動トランジスタＴｒ1，書き込みトランジスタＴｒ2は
、ｎチャネルＭＯＳ型の薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）により形成されている場合が例示さ
れていたが、ｐチャネルトランジスタ（例えばｐチャネルＭＯＳ型のＴＦＴ）により形成
されていてもよい。ただし、その場合には、トランジスタＴｒ2のソースおよびドレイン
のうち電源線ＰＳＬと未接続の方と保持容量Ｃsの他端とを有機ＥＬ素子１１のカソード
に接続し、有機ＥＬ素子１１のアノードをＧＮＤなどに接続することが好ましい。
【符号の説明】
【００７５】
　１，１００…表示装置、１０，１１０…表示パネル、１０Ａ…表示領域、１１，１１Ｒ
，１１Ｇ，１１Ｂ，１１１Ｒ，１１１Ｇ，１１１Ｂ…有機ＥＬ素子、１２…画素回路、１
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３，１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１１１…画素、１４…表示画素、２０…駆動回路、２０Ａ
，２２Ａ…映像信号、２０Ｂ…同期信号、２１…タイミング生成回路、２１Ａ…制御信号
、２２…映像信号処理回路、２３，１２０…信号線駆動回路、２４，１３０…書込線駆動
回路、２５，１４０…電源線駆動回路、３１…基板、３２…封止用基板、２１０…領域、
２２０…ＦＰＣ、３００…映像表示画面部、３１０…フロントパネル、３２０…フィルタ
ーガラス、４１０…発光部、４２０，５３０，６４０…表示部、４３０…メニュースイッ
チ、４４０…シャッターボタン、５１０…本体、５２０…キーボード、６１０…本体部、
６２０…レンズ、６３０…スタート／ストップスイッチ、７１０…上側筐体、７２０…下
側筐体、７３０…連結部、７４０…ディスプレイ、７５０…サブディスプレイ、７６０…
ピクチャーライト、７７０…カメラ、Ｃs…保持容量、ＤＴＬ（ＤＴＬ１，ＤＴＬ２，…
…）…信号線、Ｉd…電流、ＧＮＤ…グラウンド線、Ｐ１…第１パルス信号、Ｐ２…第２
パルス信号、ＰＳＬ（ＰＳＬ１，ＰＳＬ２，……）…電源線、Ｔｒ1…駆動トランジスタ
、Ｔｒ2…書き込みトランジスタ、Ｕ，Ｕ１～Ｕ５…ユニット、Ｖca…カソード電圧、Ｖg

，Ｖg1，Ｖg3…ゲート電圧、Ｖgs…電位差、Ｖs，Ｖs1，Ｖs3…ソース電圧、Ｖsig…信号
電圧、Ｖcc，Ｖers，Ｖoff1，Ｖoff2，Ｖofs，Ｖon，Ｖss，ΔＶ…電圧、Ｖth，Ｖel…閾
値電圧、ＷＳＬ（ＷＳＬ１，ＷＳＬ２，……）…書込線、μ…移動度、ΔＶg…ゲート電
圧の差、ΔＶs…ソース電圧の差。
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